
井
上
馨
侯
と
若
松
屋
松
尾
家

４
年
（
↓
８
５
↓
年
）
、
勇
古
は
1
6
歳
で
兄
幾
太
郎
と
共
に
、
萩
に
あ

る
藩
校
の
明
倫
館
に
通
学
し
た
。

　
安
政
元
年
（
↓
８
５
４
年
）
、
勇
古
は
2
0
歳
で
藩
主
毛
利
敵
親
の
御

矢
　
島
　
嗣
　
久
　
　
前
警
備
の
列
に
加
わ
る
。
翌
２
年
正
月
、
同
藩
上
士
言
言
の
養
嫡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
名
も
文
之
肋
と
改
め
た
。
万
延
元
年
（
１
８
６
０
年
）
、
勇

　
井
上
馨
は
天
保
６
年
、
周
防
国
吉
敷
郡
湯
田
村
（
現
山
口
県
山
口
市
）

に
生
ま
れ
、
文
久
３
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
ヘ
洋
行
し
た
。
元
治
元
年
９
月
、

山
口
藩
庁
の
帰
途
、
湯
田
温
泉
袖
解
橋
付
近
で
反
対
派
か
ら
襲
撃
さ
れ

重
傷
を
負
っ
た
。
翌
年
、
豊
後
別
府
へ
逃
れ
て
療
養
し
た
。
馨
は
の
ち
、

長
州
お
よ
び
東
京
で
活
躍
し
、
大
蔵
・
外
務
大
臣
を
務
め
た
。
4
7
年
後

に
再
び
別
府
を
訪
れ
、
当
時
の
関
係
者
達
に
礼
を
尽
く
し
、
若
松
屋
松

尾
家
の
二
階
建
て
の
土
蔵
に
「
千
辛
萬
苦
之
場
」
の
扁
額
を
残
し
た
。

１
　
井
上
馨
侯
の
出
生
と
生
い
立
ち

　
井
上
馨
は
長
州
出
身
の
幕
末
の
志
士
、
明
治
時
代
に
は
政
治
家
と
し

て
活
躍
し
た
。

　
馨
は
、
天
保
６
年
（
１
８
３
５
年
）
Ｈ
月
2
8
日
に
、
萩
藩
士
・
井
上

家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
出
身
は
、
周
防
国
吉
敷
郡
湯
田
村
高
田

（
現
山
口
市
）
で
あ
る
。
馨
の
父
は
井
上
五
郎
三
郎
光
亨
、
母
は
井
上

小
三
郎
光
茂
の
女
房
子
で
あ
る
。
馨
は
幼
名
を
勇
吉
と
称
し
た
。
嘉
禾

吉
が
2
6
歳
の
と
き
藩
主
敵
親
公
か
ら
小
姓
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
聞
多
の
名

を
陽
っ
た
。
文
久
２
年
（
士
８
６
２
年
）
６
月
、
聞
多
は
敵
親
の
世
子

定
席
の
小
姓
役
と
な
り
、
江
戸
在
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
同
年
1
2
月
1
2
日
、
聞
多
は
高
杉
習
作
ら
と
品
川
御
殿
山
の
イ
ギ
リ
ス

公
使
館
を
襲
撃
し
た
。
翌
年
４
月
1
8
日
、
井
上
聞
多
ら
３
名
は
藩
主
毛

利
敵
親
か
ら
洋
行
の
内
命
（
密
航
）
を
受
け
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
向
か
っ

た
。
同
年
５
月
、
聞
多
は
密
航
の
罪
に
よ
り
類
を
及
ぼ
す
こ
と
を
恐
れ

て
、
志
道
家
と
離
別
し
、
再
び
井
上
家
に
戻
っ
た
。
志
道
家
と
は
一
女

芳
子
を
儲
け
て
い
る
。

　
同
年
５
月
、
聞
多
（
2
9
歳
）
は
伊
藤
後
輪
（
の
ち
博
文
2
3
歳
）
ら
と

５
人
で
イ
ギ
リ
ス
ヘ
洋
行
し
た
。

　
聞
多
ら
の
イ
ギ
リ
ス
渡
航
直
後
、
長
州
藩
は
下
関
海
峡
で
外
国
船
を

砲
撃
し
た
。

　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
３
月
中
句
、
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
井
上
聞

多
と
伊
藤
後
輪
は
４
か
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ

-
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いずれも若き日の井上聞多

ラ
ン
ダ
）
連
合
艦
隊
軍
艦
1
8
隻
を
下
関
に
派
遣
す
る
計
画
を
知
り
、
急

週
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
同
年
６
月
1
0
日
頃
、
井
上
聞
多
は
伊
藤
俊
輪
と
２
人
で
日
本
に
帰
着
。

横
浜
か
ら
英
国
軍
艦
に
便
乗
し
て
豊
後
姫
島
に
渡
り
、
漁
船
を
利
用
し

て
６
月
2
3
日
頃
、
富
海
（
山
口
県
防
府
市
大
字
富
海
）
に
渡
り
、
三
田

尻
（
現
防
府
巾
）
を
径
由
し
て
山
口
へ
帰
着
す
る
。

　
８
月
５
日
、
四
か
国
連
合
艦
隊
は
下
関
を
砲
撃
、
砲
台
を
占
領
し
た

（
馬
関
戦
争
）
。

　
８
月
1
4
日
、
＃
Ｌ
、
伊
藤
の
両
名
は
各
国
軍
艦
と
前
後
３
回
の
談
判

の
末
講
話
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。
井
ヒ
は
こ
の
勲
功
に
よ
り
山
口

許
庁
の
政
事
堂
出
仕
に
昇
進
し
、
ま
た
伊
藤
も
勲
功
を
藩
公
に
認
め
ら

れ
、
重
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
井
上
は
春
山
花
輪

（
伊
藤
は
花
山
寺
輪
）
と
変
称
し
て
い
た
。

２
　
袖
解
け
橋
事
件

　
馬
関
戦
争
前
、
幕
府
は
禁
門
の
変
の
懲
罰
と
し
て
第
一
次
長
州
征
伐

の
兵
を
発
し
た
。
馬
関
戦
争
の
敗
北
を
機
に
藩
内
で
は
俗
論
党
（
幕
府

に
降
服
を
主
張
）
加
勢
を
増
し
、
井
上
、
高
杉
ら
急
進
派
（
武
備
恭
順

を
主
張
）
を
攻
撃
し
は
し
め
た
。
馬
関
と
は
下
関
の
こ
と
を
い
う
。

　
元
治
元
年
９
月
2
5
日
、
井
上
聞
多
（
3
0
歳
）
は
午
後
８
時
過
ぎ
山
口
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藩
庁
（
政
事
堂
）
の
帰
途
、
湯
田
温
泉
近
く
の
自
宅
ま
で
約
２
手
口
の

途
中
に
あ
る
柚
解
橋
付
近
で
反
対
派
の
俗
論
竟
に
襲
撃
さ
れ
、
重
傷
を

負
う
。
そ
の
夜
、
聞
多
は
下
僕
１
名
を
連
れ
て
お
り
、
刺
客
は
３
名
だ
っ

た
。
駆
け
っ
け
た
兄
幾
太
郎
（
五
郎
三
郎
）
た
ち
が
聞
多
を
雨
戸
の

上
に
乗
せ
て
家
に
連
れ
て
帰
っ
た
。

　
兄
が
「
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
言
っ
て
、
刀
を
抜
き
聞
多
の
心
臓
に
と

ど
め
を
刺
そ
う
と
し
た
。
母
が
聞
多
に
覆
い
披
さ
る
よ
う
に
抱
き
つ
い

て
「
五
郎
三
郎
、
待
っ
て
く
れ
。
医
者
が
居
る
の
だ
か
ら
、
た
と
え
無

理
で
も
傷
口
を
縫
い
合
わ
せ
て
経
過
を
み
た
い
」
と
命
乞
い
を
し
た

○

駆
け
つ
け
た
医
者
が
1
3
カ
所
の
傷
口
、
5
0
余
針
を
縫
合
し
終
わ
っ
た
の

は
午
前
２
時
頃
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
聞
多
は
一
命
を
留
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
聞
多
の
手
当
を
し
た
の
は
美
濃
国
（
現
岐
阜
県
）
赤
坂
の
浪
士
、
所

那
太
郎
で
あ
る
。
所
は
若
い
と
き
か
ら
京
都
で
医
学
を
学
び
、
さ
ら
に

大
阪
の
緒
方
沢
庵
の
門
に
入
っ
て
医
学
や
蘭
学
を
研
究
し
て
い
た
。
所

は
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
年
）
３
月
に
2
7
歳
で
吉
敷
（
よ
し
き
、
山
口

県
吉
敷
郡
）
の
陣
中
で
病
死
し
て
い
る
。
現
在
、
山
口
市
湯
田
温
泉
の

公
園
内
に
「
所
那
太
郎
顕
彰
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
後
年
、
井

上
馨
侯
は
所
那
太
郎
の
遺
族
に
対
し
て
礼
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

　
慶
応
元
年
↓
月
、
高
杉
ら
は
伊
藤
ら
の
力
上
限
を
率
い
下
関
を
占
拠

し
藩
権
力
を
奪
還
し
た
。
関
多
は
藩
公
か
ら
外
国
人
応
接
係
を
命
じ
ら

れ
る
。

　
高
杉
、
聞
多
ら
は
下
関
開
港
を
模
索
す
る
が
、
こ
れ
が
攘
夷
論
者
の

反
発
を
呼
び
、
関
多
は
別
府
に
難
を
避
け
、
高
杉
ら
も
藩
外
に
潜
伏
し

た
。
こ
れ
が
若
松
屋
「
千
辛
菜
苦
之
場
」
の
こ
と
の
お
こ
り
で
あ
る
。

な
お
、
開
多
は
外
国
人
応
接
係
を
罷
免
さ
れ
た
。

　
開
多
は
豊
後
別
府
潜
伏
の
と
き
に
は
奈
良
尾
文
七
な
ど
と
偽
称
し
た
。

『
世
外
井
上
公
伝
』
に
は
「
奈
良
回
文
七
」
、
そ
の
他
の
文
書
に
は
「
春

出
花
輪
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
同
年
５
月
上
旬
、
関
多
は
伊
藤
か
ら
の
迎
え
に
よ
り
海
路
、
幕
府
の

第
二
次
長
州
征
伐
を
目
前
に
緊
迫
す
る
長
州
へ
帰
国
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
井
上
聞
多
の
別
府
滞
在
は
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
の
１
か

月
余
で
あ
っ
た
抄
思
わ
れ
る
ｏ

　
同
年
７
月
2
1
目
井
上
は
伊
藤
後
輪
と
共
に
薩
長
雨
藩
の
融
和
を
は
か

り
、
か
つ
軍
艦
購
入
の
た
め
長
崎
に
赴
い
た
。
そ
の
と
き
は
、
山
田
新

前
と
称
し
て
い
た
。
７
月
2
8
目
、
井
上
は
薩
摩
藩
士
小
松
帯
刀
に
同
伴

し
て
鹿
児
島
に
到
着
。
井
上
は
薩
摩
の
船
に
乗
り
、
８
月
2
6
目
長
崎
で

小
銃
を
積
み
込
み
、
2
7
目
に
三
田
尻
に
帰
着
す
る
。

　
井
上
馨
侯
の
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
雅
号
は
世
外
で
あ
っ
て
、
す

で
に
慶
応
年
間
（
１
８
６
０
年
代
の
後
半
頃
）
か
ら
用
い
て
い
た
。
井
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上
聞
多
は
幕
末
期
に
は
桂
小
五
郎
（
水
戸
孝
允
）
、
高
杉
習
作
ら
と
と

も
に
長
州
倒
幕
派
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
。
維
新
政
権
成
立
後
に
は
、

財
政
・
外
交
面
を
中
心
に
政
府
の
主
要
官
職
を
歴
任
し
、
大
正
４
年

（
１
９
↓
５
年
）
。
９
月
上
目
8
1
歳
で
没
し
た
。
井
上
馨
は
伊
藤
博
文
、

山
県
有
朋
と
と
も
に
明
治
の
三
元
勲
（
老
）
と
し
て
政
界
に
君
臨
し
た

の
で
あ
る
。

３
　
若
松
屋
松
尾
家

若
松
屋
と
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
も
と
兵
庫
県
加
古
川
地
方
の
領
主
で
、

江
戸
中
期
の
こ
ろ
に
お
家
断
絶
、
長
男
が
豊
後
別
府
に
逃
れ
、
弟
が
加

古
川
に
潜
伏
し
た
と
い
う
。
弟
の
子
孫
は
加
古
川
で
大
き
な
鉄
工
所
を

経
営
す
る
。
兄
の
子
孫
は
、
別
府
で
旅
館
と
回
漕
問
屋
と
な
っ
た
。

　
別
府
へ
落
ち
延
び
る
と
き
、
か
な
り
の
家
来
を
っ
れ
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
若
松
屋
の
松
尾
家
に
刀
箪
笥
が
あ
っ
て
長
刀
、
脇
差
し
な
ど
が

ぎ
っ
し
り
つ
め
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
別
府
の
松

尾
家
の
墓
地
内
に
は
先
祖
の
墓
を
取
り
巻
く
よ
う
に
小
さ
な
他
姓
の
墓

が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
。
刀
類
は
支
那
事
変
の
際
に
な
く
な
っ
た
。

た
ん
す
は
知
人
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
井
上
聞
多
が
潜
伏
し
た
若
松
屋
松
尾
家
の
長
女
牛
ヌ
の
婿
、
和
田
家

本
家
の
和
田
彦
蔵
は
弘
化
３
年
（
士
８
４
６
年
）
生
ま
れ
、
昭
相
1
0
年

に
9
0
歳
の
高
齢
で
死
去
し
た
。
八
幡
朝
見
神
社
の
氏
子
総
代
と
し
て
大

正
‥
‥
１
１
年
秋
に
完
成
し
た
社
殿
の
改
築
、
昭
和
２
年
５
月
の
斎
殿
、
能
楽

殿
の
新
築
と
い
う
大
工
事
の
先
頭
に
立
っ
た
。
１
万
人
を
こ
え
る
氏
子

の
力
を
一
つ
に
集
め
得
た
成
果
で
あ
る
。

　
和
田
彦
蔵
の
二
男
池
辺
守
松
は
明
治
９
年
（
↓
８
７
６
年
）
生
ま
れ
、

別
府
青
果
社
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
守
松
も
父
彦
蔵
の
意
志
を
継
い
で
、

ハ
幡
朝
見
神
社
の
氏
子
総
代
を
し
て
い
た
。
当
時
、
若
松
屋
旅
館
は
楠

銀
天
街
と
銀
座
所
が
流
川
通
り
で
出
合
う
地
点
に
あ
り
、
流
川
通
り
２

丁
目
の
四
つ
角
か
ら
銀
座
所
側
に
2
1
間
（
約
3
8
メ
ー
ト
ル
）
も
の
奥
行

き
を
持
っ
た
大
き
な
旅
館
だ
っ
た
。

　
明
治
末
期
の
頃
、
ま
だ
流
川
通
り
の
這
松
が
狭
く
、
南
の
向
か
い
側

の
網
元
若
木
屋
と
の
間
は
２
間
程
度
だ
っ
た
。
道
路
拡
張
で
若
松
屋
側

は
４
間
も
這
に
と
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
銀
座
所
が
駅
前
通
り
に
抜
け
た

と
き
、
こ
の
銀
座
所
通
り
は
ち
ょ
う
ど
若
松
屋
の
門
か
ら
玄
関
を
ぶ
ち

抜
い
て
這
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
広
か
っ
た
屋
敷
も
流
川
通
り
の
拡
張

と
銀
座
所
の
出
現
で
大
き
く
削
ら
れ
、
二
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
別
府
の
市
区
改
正
と
は
、
明
治
3
9
年
（
上
９
０
６
年
）
に
別
府
・
浜

脇
両
町
が
合
併
し
た
際
、
町
長
日
名
子
太
郎
が
同
3
9
年
か
ら
市
街
区
改

正
案
を
計
画
し
4
2
年
上
月
に
着
工
、
同
4
3
年
７
月
に
退
任
し
た
た
め
に
、

事
業
は
、
後
任
の
町
長
吉
田
嘉
一
郎
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
、
大
正
元
年
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（
１
９
↓
２
年
）
８
月
に
完
了
す
る
。
直
ち
に
鉄
道
線
路
以
西
の
整
理

に
も
取
り
か
か
り
、
同
５
年
以
降
、
昭
和
３
年
（
↓
９
２
８
年
）
ま
で
、

1
3
年
間
か
け
て
ほ
ぼ
旧
別
府
市
全
域
の
街
区
整
理
が
完
工
し
た
の
で
あ
っ

た
。

　
松
尾
家
は
、
そ
の
後
太
平
洋
戦
争
に
入
る
と
、
家
族
が
住
ん
で
い
た

門
の
右
側
の
二
階
家
は
強
制
疎
開
で
こ
わ
さ
れ
た
。
こ
の
二
階
家
は
同

家
の
棟
の
中
で
も
一
番
古
く
、
嘉
禾
年
間
の
こ
ろ
の
建
築
と
い
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
あ
と
に
戦
後
、
銀
座
街
と
流
川
の
北
東
側
の
角
に
「
一
菜
」

が
上
地
を
借
り
て
菓
子
と
喫
茶
を
開
店
し
た
。
若
松
屋
の
幕
末
物
語
は

強
制
疎
開
で
こ
わ
さ
れ
た
こ
の
二
階
と
棟
続
き
の
離
れ
の
二
階
家
が
主

な
客
室
で
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

４
　
千
辛
萬
苦
之
場

　
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
年
）
２
月
中
旬
の
夕
方
、
下
関
か
ら
井
上
聞

多
を
乗
せ
た
船
が
別
府
に
着
い
た
。
聞
多
は
当
時
3
1
歳
。
奈
良
屋
文
七

（
又
は
春
山
花
輔
）
と
変
名
し
、
お
静
と
い
う
下
関
の
芸
妓
も
同
行
し

て
い
た
。
土
方
の
親
分
姿
に
変
装
し
て
、
今
の
流
川
通
り
旅
館
若
彦

（
の
ち
の
若
松
屋
）
へ
入
っ
た
。
若
松
屋
の
主
人
は
彦
七
（
松
尾
姓
）

で
あ
っ
た
。
彦
七
は
文
政
６
年
（
↓
８
２
３
年
）
生
ま
れ
で
当
時
4
3
歳
、

回
漕
問
屋
も
や
っ
て
い
た
。

　
灘
亀
は
、
井
上
が
春
出
花
肋
（
輔
）
と
名
乗
っ
て
子
分
に
な
っ
た
頃

は
、
3
0
歳
の
時
。
灘
亀
は
豊
前
長
洲
の
漁
師
の
出
で
、
本
名
は
亀
吉
と

い
っ
た
。
井
上
は
楠
湯
で
盗
難
に
会
い
、
一
文
無
し
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
お
静
を
下
関
に
帰
し
て
伊
藤
に
金
策
を
頼
ん
だ
。

　
若
松
屋
彦
七
が
井
上
に
、
上
方
人
足
の
元
締
め
の
灘
亀
を
紹
介
し
て
、

井
上
は
灘
亀
の
子
分
と
な
っ
た
。
や
が
て
下
関
の
伊
藤
か
ら
井
上
へ
5
0

画
の
金
が
届
く
。
し
か
し
、
灘
亀
の
子
分
か
ら
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
ま

た
も
や
賭
博
で
１
文
無
し
と
な
る
。
当
時
、
聞
多
が
楠
湯
で
知
り
合
っ

た
豊
後
臼
杵
藩
の
武
士
が
湯
治
廻
り
と
し
て
妻
子
と
３
人
で
鉄
輪
行
き

を
予
定
し
て
い
た
。
距
離
は
お
よ
そ
１
里
半
。
聞
多
は
、
武
士
と
妻
子

の
３
人
分
の
荷
物
運
び
を
手
伝
わ
せ
ら
れ
る
。
荷
物
の
重
さ
は
お
よ
そ

且
～
1
5
貫
（
５
２
・
５
～
５
６
・
２
５
ｋ
ｇ
）
で
あ
っ
た
。
聞
多
は
天

秤
棒
を
用
い
た
仙
、
慣
れ
な
い
た
め
肩
が
腫
れ
上
が
っ
た
。
目
的
地
の

鉄
輪
に
到
着
後
、
武
士
か
ら
お
礼
と
し
て
士
朱
を
受
け
取
る
。
士
画
は

４
分
、
士
分
は
４
朱
、
１
朱
は
６
２
５
文
。
こ
の
頃
の
１
画
は
米
士
５
０

ｋ
ｇ
、
士
石
（
こ
く
）
に
相
当
す
る
。
維
新
後
、
１
画
は
士
円
に
代
わ

る
。

　
慶
応
元
年
５
月
1
2
日
、
幕
府
が
第
２
次
長
州
征
伐
を
計
画
。
今
回
は

将
軍
家
徳
川
家
茂
の
御
親
征
。
先
述
の
聞
多
が
伊
藤
の
迎
え
に
よ
り
長

州
に
帰
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
そ
の
後
、
井
上
は
奇
兵
隊
の
山
口
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鴻
減
車
総
督
に
な
る
。

　
坂
本
龍
馬
の
周
旋
で
慶
応
２
年
（
↓
８
６
６
年
）
↓
月
2
1
日
、
薩
長

連
合
が
成
立
、
７
月
将
軍
家
茂
が
没
し
て
長
州
征
伐
は
失
敗
に
終
り
、

幕
府
は
一
途
滅
亡
へ
と
向
う
。

５
　
そ
の
後
の
井
上
侯
の
活
躍

　
井
上
聞
多
は
維
新
後
、
参
与
兼
外
国
事
務
掛
（
係
）
と
し
て
政
府
入

り
す
る
。
明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）
通
高
司
知
事
、
同
４
年
に
は
大

　
た
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

蔵
大
輔
に
就
任
。
岩
倉
使
節
団
の
渡
欧
中
に
財
政
問
題
か
ら
辞
職
し
、

貿
易
会
社
先
収
会
社
（
三
井
物
産
会
社
の
前
身
の
一
言
を
お
こ
し
た
。

臣
、
明
治
‥
‥
１
１
年
に
参
議
兼
工
部
郷
、
同
1
7
年
の
甲
中
政
変
後
の
特
派
全

権
大
使
な
ど
を
歴
任
し
な
が
ら
、
日
本
鉄
道
、
日
本
郵
船
の
設
立
や
農

経
営
論
を
展
開
す
る
な
ど
殖
産
興
業
に
尽
力
し
た
。

　
同
1
8
年
、
内
閣
制
度
樹
立
後
の
1
2
月
、
井
上
は
第
二
次
伊
藤
内
閣
の

外
務
大
臣
、
同
2
1
年
４
月
に
は
黒
田
清
隆
内
閣
の
農
商
務
大
臣
、
同
2
5

年
８
月
に
は
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
内
務
大
臣
と
総
理
臨
時
代
理
、
同
3
1

年
（
↓
８
９
８
年
）
↓
月
に
は
第
三
次
伊
藤
内
閣
の
大
蔵
大
臣
な
ど
に

就
任
し
た
。
晩
年
は
天
皇
を
補
佐
す
る
元
老
を
っ
と
め
、
侯
爵
に
列
せ

ら
れ
た
。

鹿
鴨
館
に
つ
い
て
。
こ
の
名
称
は
、
持
経
（
中
国
最
古
の
詩
集
）
の
　
　
６
　
井
上
侯
の
別
府
再
訪

「
小
雅
・
鹿
嗚
」
に
基
づ
く
。
明
治
初
期
の
官
設
社
交
場
。
東
京
市
麹

町
区
内
山
下
町
（
現
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
士
丁
目
）
に
明
治
1
6
年

イ
ギ
リ
ス
人
コ
ン
ド
ル
の
設
計
で
完
成
。
井
上
馨
が
外
務
郷
と
な
り
、

不
平
等
条
約
の
改
正
を
は
か
っ
た
欧
化
政
策
の
一
環
で
あ
り
、
外
国
貴

賓
の
接
待
と
上
流
社
会
の
社
交
を
目
的
と
し
た
回
遊
会
・
舞
踏
会
を
開

催
し
て
「
鹿
嗚
館
時
代
」
を
現
出
さ
せ
、
庶
民
の
批
判
を
浴
び
た
。
の

ち
、
家
族
会
館
と
な
る
。
昭
利
2
0
年
焼
失
。

　
明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）
、
井
上
は
大
阪
会
議
を
契
機
に
元
老
院

議
官
と
し
て
政
府
に
復
帰
。
同
年
汪
単
品
事
件
の
特
今
川
全
権
弁
理
大

　
明
治
4
4
年
（
↓
９
↓
１
年
）
５
月
下
旬
、
別
府
町
に
福
岡
県
飯
塚
の

貝
高
大
前
方
か
ら
急
使
が
立
ち
、
井
上
馨
侯
爵
の
来
別
を
予
告
し
て
き

た
。
５
月
中
旬
、
井
上
馨
は
東
京
を
出
発
、
大
阪
か
ら
中
国
路
を
経
て

５
月
2
1
目
に
九
州
に
入
っ
た
。
2
2
目
に
三
池
炭
坑
を
視
察
、
三
井
倶
楽

部
の
晩
餐
会
の
席
上
で
、
今
ま
で
の
別
府
で
の
経
過
を
語
っ
た
。
2
7
目

に
は
、
戸
畑
鋳
物
会
社
を
視
察
し
た
。

　
井
上
侯
再
訪
の
事
前
調
査
は
、
最
初
、
貝
高
大
助
か
頼
ま
れ
た
が
、

同
氏
は
麻
生
大
吉
と
相
談
の
上
、
員
高
の
店
員
高
山
篤
太
郎
と
い
う
人

を
別
府
に
行
か
せ
て
調
査
さ
せ
た
。
麻
生
太
古
は
、
当
時
別
府
田
の
湯
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に
別
荘
五
六
庵
（
現
別
府
中
央
公
民
館
用
地
）
を
所
有
し
て
い
た
。
５

月
2
9
日
午
前
1
0
時
4
7
分
、
行
橋
発
の
列
車
で
雨
の
中
を
別
府
に
向
か
っ

た
。
柳
ケ
浦
駅
で
千
葉
大
分
県
知
事
が
出
迎
え
、
同
車
し
て
日
出
で
線

路
工
事
建
設
用
の
列
車
に
乗
り
換
え
、
日
出
駅
で
麻
生
太
古
、
吉
田
別

府
町
長
、
日
名
子
助
役
、
高
橋
助
役
、
藤
田
商
船
別
府
支
店
員
、
和
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
于
ふ
ぶ

彦
蔵
、
松
尾
亀
四
郎
、
松
尾
数
馬
た
ち
が
出
迎
え
た
。

　
明
治
2
3
年
、
伊
藤
博
文
侯
爵
が
来
別
し
て
調
査
の
結
果
を
井
上
侯
に

伝
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
か
お
り
、
ま
た
井
上

悦
の
病
気
等
の
た
め
来
別
が
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
日
清
戦
争
　
明
治
2
7
年
（
↓
８
９
４
年
）
～
明
治
2
8
年
（
士
８
９
５

言　
日
露
戦
争
　
明
治
3
7
年
（
１
９
０
４
年
）
～
明
治
3
8
年
（
↓
９
０
５

言　
明
治
判
年
５
月
2
9
日
午
後
３
時
す
ぎ
、
井
上
馨
侯
は
麻
生
別
邸
（
五

六
庵
）
に
入
り
、
た
だ
ち
に
彦
七
の
長
女
和
田
牛
ヌ
（
6
4
識
　
当
時
1
8

識
）
、
次
女
佐
藤
ハ
ツ
（
5
8
識
　
同
1
2
識
）
、
そ
の
他
嫡
孫
亀
四
郎
ら
を

別
邸
に
招
き
、
貝
鳥
人
助
・
同
大
市
・
柏
木
勘
ハ
郎
・
同
次
郎
熊
ら
も

同
行
し
た
。
５
月
3
0
日
午
後
↓
時
、
井
上
侯
は
麻
生
別
邸
を
出
て
若
松

厭
に
列
る
。
午
後
６
時
、
侯
の
案
内
で
、
宴
が
不
老
泉
の
三
階
で
催
さ

れ
た
。

　
井
上
侯
は
若
松
屋
で
湯
治
を
し
た
土
蔵
の
二
階
で
若
松
屋
松
尾
家
の

関
係
者
一
同
と
記
念
写
真
に
写
り
、
「
千
辛
萬
苫
之
場
」
と
揮
毫
し
て
。

そ
れ
を
松
尾
家
に
贈
っ
た
。
な
お
、
そ
の
後
若
松
屋
の
関
係
者
一
同
を

生
垣
見
物
に
二
週
間
ほ
ど
招
待
し
た
後
、
多
数
の
土
産
を
持
た
せ
て
別

府
へ
帰
し
た
。

千辛萬苦之場（中央公民館北側）
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「千辛萬苦之場」の額のある部屋で撮影した写真（向って左から）

松
尾
マ
サ
　
ニ
代
目
亀
四
郎
お
よ
び
サ
ダ
の
娘
、
三
代
目
の
姉
、
3
3
識
、

　
　
　
　
　
未
は
松
尾
駿
馬
。
恩
人
若
彦
の
孫
。

松
尾
八
重
　
４
識
、
松
尾
駿
馬
お
よ
び
三
代
目
の
姉
マ
サ
の
娘
。
恩
人

　
　
　
　
　
若
彦
の
曽
孫
。

松
尾
サ
ダ
　
初
代
松
尾
彦
七
の
長
男
、
先
代
（
二
代
目
亀
四
郎
）
の
未

　
　
　
　
　
亡
人
、
5
6
識
、
三
代
目
お
よ
び
マ
サ
の
母
。

井
上
馨
侯
爵
　
当
時
7
7
炭
。

佐
藤
ハ
ツ
　
初
代
松
尾
彦
七
の
次
女
、
当
時
1
2
識
。
井
卜
候
に
食
事
を

　
　
　
　
　
運
び
、
父
の
命
令
で
小
遣
い
と
し
て
毎
日
天
保
銭
↓
枚
を

　
　
　
　
　
井
上
映
に
渡
し
て
い
た
。
5
8
識
。
未
亡
人
、
未
佐
藤
義
雄

　
　
　
　
　
（
巡
査
）
は
豊
前
小
倉
の
人
。

和
田
彦
蔵
　
初
代
松
尾
彦
七
の
長
女
キ
ヌ
の
夫
、
町
会
議
員
。

松
尾
彦
四
郎
　
三
代
目
、
⊇
一
代
目
亀
四
郎
」
、
「
若
亀
」
と
称
し
た
。

　
　
　
　
　
ご
Ｉ
代
目
か
ら
「
若
松
屋
」
に
改
称
し
た
。
サ
ダ
の
長
男
、

　
　
　
　
　
井
に
」
侯
の
す
す
め
で
「
彦
七
」
に
改
名
す
る
。

松
尾
駿
馬
　
三
代
目
彦
四
郎
の
姉
マ
サ
の
夫
。
マ
サ
は
二
代
目
（
初
代

　
　
　
　
　
亀
四
郎
）
、
お
よ
び
サ
ダ
の
長
女
。

和
田
半
ヌ
　
初
代
松
尾
彦
七
の
長
女
、
ハ
ツ
の
姉
、
当
時
1
8
識
。
和
田

　
　
　
　
　
彦
蔵
夫
人
、
当
時
す
で
に
結
婚
し
て
い
た
。
6
4
識
。
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そ
の
他
の
関
係
者

若
松
屋
　
　
初
代
松
尾
彦
七
は
明
治
1
2
年
（
士
８
７
９
年
）
1
0
月
1
7
目
、

　
　
　
　
　
5
6
炭
で
死
去
し
て
い
る
。
通
称
若
彦
。

初
代
松
尾
彦
七
の
妻
、
松
尾
フ
ジ
は
、
明
治
６
年
（
↓
８
７
３
年
）
９

　
　
　
　
　
月
2
6
目
、
4
7
炭
で
死
去
。

松
尾
彦
六
　
松
尾
彦
七
の
妻
フ
ジ
の
連
れ
子
、
別
家
し
て
若
松
屋
で
営

　
　
　
　
　
業
。
通
称
「
若
彦
」
と
称
し
て
い
る
。

佐
藤
義
之
　
ハ
ツ
の
実
子
、
2
7
歳
、
飽
田
炭
坑
に
機
械
係
と
し
て
勤
務

　
　
　
　
　
し
て
い
た
。
井
上
侯
は
貝
島
氏
に
「
飽
田
炭
坑
か
ら
引
き

　
　
　
　
　
取
っ
て
員
島
氏
の
炭
坑
で
使
っ
て
く
れ
」
と
頼
み
、
「
ハ

　
　
　
　
　
ツ
と
義
之
の
母
子
が
一
緒
で
暮
ら
せ
る
よ
う
」
に
頼
ん
だ
。

永
井
亀
古
、
通
称
灘
亀
は
明
治
の
御
代
と
な
り
、
町
人
百
姓
も
姓
が
無

　
　
　
　
　
く
て
は
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
永
井
を
姓
と
し
て

　
　
　
　
　
永
井
亀
古
と
呼
ん
で
い
た
。
灘
亀
は
後
年
失
明
し
、
明
治

　
　
　
　
　
3
5
年
８
月
３
目
、
享
年
6
7
臓
で
死
去
し
て
い
る
。
井
上
侯

　
　
　
　
　
は
別
府
再
訪
時
に
恩
人
灘
亀
の
墓
を
建
て
た
。
場
所
は
別

　
　
　
　
　
府
市
芝
尾
の
市
営
墓
地
、
浜
脇
中
学
校
の
西
南
側
で
あ
る
。

初
代
松
尾
彦
七
の
次
男
、
亀
四
郎
の
代
か
ら
「
若
亀
」
と
改
称
し
た
。

　
　
　
　
　
ほ
ど
な
く
死
去
す
る
。

初
代
彦
七
の
孫
初
代
若
亀
の
子
で
現
戸
主
は
亀
四
郎
。
「
若
亀
」
と
称

し
て
い
る
。

７
　
そ
の
後
の
若
松
屋
松
尾
家

　
若
松
屋
彦
七
は
明
治
1
2
年
（
士
８
７
９
年
）
８
月
、
一
説
に
は
1
0
月

1
7
目
、
5
6
歳
で
死
去
。
妻
の
フ
ジ
は
明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）
９
月

2
6
目
、
4
7
歳
で
死
去
し
た
。
台
座
に
「
若
松
屋
　
彦
七
」
と
記
さ
れ
た

彦
七
、
フ
ジ
共
通
の
墓
石
が
海
門
寺
の
墓
地
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
野

口
の
墓
地
に
改
葬
さ
れ
て
い
る
。

　
恩
人
若
彦
（
松
尾
彦
七
）
は
別
府
築
港
に
関
し
て
は
最
も
尽
力
し
た

人
で
あ
る
。
国
札
５
万
両
の
利
子
で
築
港
を
計
画
し
た
が
、
結
局
３
千

両
の
損
失
を
招
き
、
彦
七
は
そ
の
内
千
両
を
自
分
の
手
で
償
却
し
て
い

る
。
ま
た
、
窮
民
の
た
め
匿
名
で
5
0
画
の
義
損
金
を
上
香
箱
に
投
じ
た
。

の
ち
別
府
村
彦
し
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
別
府
朝
見
ハ
幡
社
や
浜
脇
の
崇
福
寺
（
上
ん
寺
）
な
ど
に

も
寄
進
す
る
奇
特
家
で
あ
っ
た
。

　
永
井
亀
吉
は
明
治
3
5
年
（
↓
９
０
２
年
）
８
月
３
目
、
6
7
歳
で
死
去

し
た
。

　
松
尾
ツ
タ
は
二
代
目
松
尾
亀
四
郎
の
妻
、
井
上
馨
侯
の
別
府
再
訪
時

は
嫁
入
り
し
た
ば
か
り
。
柳
ケ
浦
の
医
者
の
末
っ
千
か
ら
大
世
帯
の
若

松
屋
に
嫁
入
り
し
た
ツ
タ
は
明
治
2
5
年
（
士
８
９
２
年
）
生
ま
れ
、
昭
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和
1
9
年
（
士
９
４
４
年
）
頃
、
主
人
の
二
代
目
彦
七
を
失
い
、
戦
後
の
　
　
８
　
そ
の
後
の
伊
藤
、
井
上
、
高
杉
た
ち

荒
波
を
女
手
一
つ
で
や
っ
て
き
た
。
旅
館
は
や
め
て
長
男
形
三
（
早
大

出
身
）
が
松
尾
ビ
ル
と
松
尾
洋
装
店
、
二
男
雅
則
は
九
州
歯
科
人
を
出

て
竹
瓦
で
歯
科
医
を
開
業
し
て
い
た
。

　
昭
相
3
0
年
代
後
半
の
住
宅
地
図
に
よ
れ
ば
、
滝
川
と
楠
銀
座
所
の
東

側
の
角
に
「
菓
子
喫
茶
、
一
葦
」
（
既
述
）
か
お
り
、
さ
ら
に
北
側
へ

５
軒
目
に
「
松
尾
洋
品
店
」
が
あ
っ
た
。
松
尾
洋
品
店
の
裏
手
、
東
側

に
「
松
尾
ビ
ル
」
か
お
る
。
な
お
、
竹
瓦
通
り
の
内
西
側
に
「
松
尾
歯

科
医
院
」
が
あ
っ
た
。

　
昭
和
８
年
（
↓
９
３
３
年
）
６
月
、
市
区
改
正
の
た
め
松
尾
家
は
別

府
市
に
「
千
早
罵
言
之
場
」
の
建
物
お
よ
び
当
該
扁
額
や
記
念
写
真
等

を
寄
贈
し
、
別
府
市
公
会
堂
（
現
市
中
央
公
民
館
）
敷
地
に
移
転
さ
れ

た
。
同
年
６
月
、
当
時
の
別
府
市
長
、
平
山
茂
八
郎
に
よ
っ
て
「
千
辛

菜
善
之
場
移
転
の
記
」
の
石
碑
が
別
府
市
公
会
堂
敷
地
内
に
拝
復
さ
れ

た
。

　
　
「
千
早
罵
苫
之
場
」
の
建
物
等
は
別
府
市
が
永
久
保
存
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
「
移
転
の
記
」
の
石
碑
の
文
字
は
矢
野
嶺
雄
の
揮
毫
に
な
る

も
の
で
、
嶺
雄
は
別
府
市
内
荘
園
町
の
自
宅
に
「
石
垣
原
古
戦
場
公
園
」

を
自
費
で
建
設
し
た
。
孫
に
あ
た
る
矢
野
昌
弘
氏
が
現
在
、
別
府
市
鶴

見
町
で
老
人
福
祉
施
設
「
は
る
か
ぜ
」
を
経
営
さ
れ
て
い
る
。

　
高
杉
習
作
は
奇
兵
隊
を
創
設
し
て
活
躍
し
た
が
、
慶
応
３
年
（
↓
８

６
７
年
）
４
月
1
4
目
、
肺
結
核
の
た
め
下
関
で
死
去
す
る
。
享
年
2
9
歳
。

　　　よ
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千辛萬苦之場移転の記の石碑

　
伊
藤
博
文
（
後
輪
）
は
明
治
1
8
年
（
１
８
８
５
年
）
か
ら
同
討
年
ま

で
、
第
四
次
に
わ
た
る
内
閣
を
組
織
し
て
活
躍
し
た
。

　
伊
藤
博
文
は
明
治
4
2
年
、
韓
国
統
監
府
の
初
代
統
監
を
辞
任
し
、
同

年
1
0
月
、
日
露
関
係
を
調
整
す
る
た
め
ロ
シ
ア
の
蔵
相
コ
コ
ブ
ツ
ォ
フ

と
会
談
す
る
た
め
渡
満
（
現
中
国
東
北
地
区
）
、
1
0
月
2
6
日
ハ
ル
ビ
ン

に
到
着
し
た
際
、
駅
頭
で
韓
国
の
独
立
運
動
家
安
重
根
に
暗
殺
さ
れ
た
。

享
年
6
8
歳
。
ハ
ル
ビ
ン
は
現
在
、
黒
竜
託
言
南
西
部
に
あ
る
同
言
の
言
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都
で
あ
る
。

　
な
お
、
馨
は
同
3
3
年
か
ら
は
三
井
家
終
身
顧
問
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

井
上
馨
は
明
治
4
0
年
９
月
、
功
に
よ
り
侯
爵
を
授
け
ら
れ
、
大
正
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
１
″

（
↓
９
士
５
年
）
９
月
４
日
、
興
津
の
別
邸
で
病
死
す
る
。
享
年
8
1
歳
。

大
正
元
年
（
↓
９
↓
２
年
）
1
2
月
、
山
口
市
湯
田
に
建
設
し
て
い
た
井

ト
馨
侯
の
銅
像
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　
昭
和
２
年
（
↓
９
２
７
年
）
３
月
、
井
上
質
侯
の
善
嫡
子
井
上
勝
之

肋
公
爵
が
病
気
保
善
の
た
め
来
別
し
、
別
府
駅
前
通
り
海
門
寺
に
あ
っ

た
森
祐
三
郎
の
別
荘
に
滞
在
中
、
灘
亀
の
墓
地
に
玉
垣
を
造
っ
た
。
勝

之
肋
は
質
の
兄
先
遠
（
幾
太
郎
、
五
郎
三
郎
）
の
次
男
で
あ
る
。
森
祐

三
郎
は
勝
之
肋
の
弟
（
光
遠
の
三
男
）
に
あ
た
り
、
森
活
蔵
の
養
嫡
子

と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
森
酒
蔵
夫
人
は
井
上
質
侯
の
末
の
妹
に
あ
た
る
。

『
世
外
井
上
公
伝
』
（
内
外
書
籍
株
式
会
社
　
昭
和
８
年
い
１
１
月
）

『
別
府
潜
伏
時
代
校
具
前
後
の
井
上
侯
』
（
別
府
市
役
所
　
昭
和
８
年
）

『
別
府
今
昔
』
（
大
分
合
同
新
聞
社
　
昭
和
4
1
年
）

「
別
府
史
談
」
第
７
号
（
士
９
９
３
年
）

『
別
府
市
詰
』
（
別
府
市
教
育
会
市
割
1
0
周
年
記
念
　
昭
和
８
年
）

『
別
府
市
詰
』
（
別
府
市
　
巾
割
5
0
周
年
配
今
こ
　
昭
和
4
8
年
）

『
別
府
市
詰
』
（
別
府
市
　
市
割
6
0
周
年
記
合
こ
　
昭
相
6
0
年
）

『
別
府
市
詰
』
（
別
府
市
　
市
制
8
0
周
年
配
合
乙
　
平
成
1
6
年
）
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別府市郷土文化史研究会
「目で見る別府百年」より

創業当時の亀の井旅館
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